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建築の表層デザインの研究

ー現代の日本の住宅建築における被服性一

指導教員 加茂 紀和子 教授
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※住宅袴集に掲●された破阻性を含む住宅数の攪移を3年ごとに示す．

末松 拓也

表1 綸出した言藁の分類
言葉欝 具体例

a 衣鼠 帯、皮膜、スキン、ヴェ ール
b 行為 まとう、着る、脱ぐ、被る、

巻く、しぐさ、身体的反応
c 可変 変化を撞き出す、開閉可能、

選択する、入れ曾え可能
d 躙節 調整、調節、コントロール
e守る 保護、ガー 杓rる、自己主張

近年、建築の表層をつくるマテリアルが多種化、ラ
イフスタイルの多様化に伴い様々なデザインが展開
している。中でも、衣服を着るように建築が薄い被膜
を身に纏うような表層デザインが多く見られ、建築
とファッションが関連付いてるように感じる。全世
界的にも建築とファッションを関連付けた展覧会1)

が開かれるなどの動きや建築ジャ ーナリズムにおい
ても、建築の言説に被服性を含む言葉が使われてい
る傾向にある（図l)。本研究では、ライフスタイルに
関わりの強い日本の住宅における建築家の表現とし
て被服性を含む住宅を対象に、表層デザインの分析
をすることを目的とする。

園1訓難を含む言藁が使わhf点渚緻叶輝 f社会性 周囲との反転、モー ド

【2】研究対象と流れ
住宅作品を掲載する建築専門誌「住宅特集」の創刊

より2015年までに掲載された5126作品の言説や写
真、図面を研究資料とする。その中で、用途が専用住
宅であり、言説に被服性を含んだ言莱（表 l) が用いら
れた住宅、計35点を研究対象とする。次に、それぞれ
の言説を分析して表層の目的と役割を類型化する。
また、各々の写真と図面から表層構成を分類し、それ
らの関係から表層デザインの形式を導出する。
【3】表層の目的／役割

研究資料の言説を分析し、被服性を含む言菓を6種
群出した（表l) 。それによって5126作品から35点を研
究対象として抽出できた（表3)。さらに研究対象の言
説を分析し、表層を設定した目的とその役割につい
てAからJまでの10種の言説項を溝出した（表2) 。例
えば、項Aは表層の存在が外部との緩衝としての機
能し、項 B は解放度合いを調節するものである。項D

は、周辺環境を住宅にまとわせて馴染もうとするも
のと、住宅であることを隠して抽象化するものがあ
る。項Gは内外の情報交換のフィルタ ーとして作用
する。項Jは表層の目的に社会性を含むなど、それぞ
れの群の言説が設計意図を特徴づけている。
【4】表層構成の位置付け

表層の形態について，居住空間（内部）と表層の間
に存在する空間の有無と、その空間の機能の有無、表
層が開閉可能や入れ替え可能の可変性を元に6種導
出した（図3) 。また表層をつくるマテリアルに注目
し、その軽やかさを図2に示す項目によって評価し
た。その合計値と形態の類型を表層の構成要素とし
て、図3において各住宅を位置付けた。
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表2綸出した畏層の役割l目的の言醗項
項 代表言語 抽出事例
A 緩衝 境界面の丁寧な讀整、圧迫感の経減、周囲の立ち方に基づく
B 調節 着ねたり脱ぐことで変化に合わせる、接統方法を選択する
C 守る 固くガー ドされた、強い漏境条件から守る、周囲に自己主張
D カモフフージュ 自然さを纏う、住宅の様相を断ち切る、抽象的
E 統合 内部も含めて敷地全体を一つの空問、ひとつながりの緩やかな空間
F 中間領域 中域の豊かさ、緩やかなヴォ ー ルドで覆われたオープンスペーヌ
G インタ ー フェイス 内外の絶え1111ない不可避の情報の交換｛交感）や通過を誘発
H 室内環境 寒さや暑さを防ぐ、熱環漸改善に関与、地階の珊境をつくるため
1 組み合わせ 明日にでも外壁パターンを入れ替えられる、利用者に合わせて選択
J 社会性 何ら特別なメッセージを発さない、裸の立面、熊味撫臭な状況

表3研究対亀住宅とマテリアJW.鴻評かさ
住宅名 言葉 目的 マテリアル 透過性厚み判窒

1 馬込沢の家 a+f 
2 石神井公園の住宅 b+f 
3 カーテンウォ ー ルの家 a+b 
4 TS-1 C 

5 WHITE CUBE C 

6 ジュラルミンハウス e 
7 鎌倉のような家 C 

8 西荻窪の家 C 

9 5-HOUSE a 
10ナテュラルスラット a+f 
11篇庵 b+c 
12千川スクリーンの家 e 
13台形面の家 b 
14都市計画の家II C 

15 F邸 d 
16打越の家 a+b 
17 B house a 
18ョウキ b+f 
19 houju a 
20 Z&ZHOUSE a 
21 e-HOUSE b 
22 AM-HOUSE a+f 
23目黒の住処 a+b 
24ハマの家 d 
25 T博士の家 b 
26地中の棲処 b 
27 HOUSE TOKYO f 
28メッシュ／アス C 

29 ZNZ e 
30クリスタル・ブリックII C 

31ナチユフルストリップIV b 
32パラメトリック C 

・フラグメント
33 平塚の家 b 
34 富ヶ谷の住宅 d 
35 旋の家 d 
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0ー無色 0-lmm以下
1 ー白 厚1-1~3mm
2 一光沢があり、光が当たると白くなるみ2-3~10mm副 3 一明度9~6 3-10~100mm 
4 一明度5~1 I I 4-100mm以上
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